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　In　the　Ama⑫一gun　area，Tanba　d．istrict，

t血ereareabout600r・moredeposits，about
30percent　of　which　are　work萱ng．

　An　idea　about　the　geology　of　th．e通epo．

sits　w童t五reference　to　t赴e　mode　of　their

occurrences至s　expressed　working．

　The　present　situation　of　the　quarries　ar3

tabu1＆ted　togetller　wit薮their　ore　reserves．

　　　　　　　緒　言
　この地区は昭和24年夏，主として岡野が，一部岩生

が調査に從事し，、鉱床の概略を明らかにした。

　その後，昭和25年10月，武市，岡野，別所しは再調査

を行い，前回調査漏れの多くの鉱床をも調査したので，『

地区丙館床の概念を一暦明らかにすることができた。

本文は地質調査尻大阪支所の報告として提出されたも

のであるが，本所との協同調査の形であるしまた岩生

は既に丹波地区全般の炉材珪石鉱床について調査の結果

を纒めつ』あるので，この地区に関しては特に：支所報告

の本文をほとんどその儘轄載して丹波地区炉材珪石各誘

のその三とし，若干の附図と耐火度試験結果を新たに添

え，鉱床別表にコ，三を加えるに留めた◎（以上岩生記）

　　　　　　　要　，約
’今回概査して天田郡炉材珪石鉱床は，福知山市の東南

東8kmにあり，その面積は東西8km．南北2・》4km

を占め，下六入部村・中六入部村・・上六入部村・細見村・

川合村の村に汎り，これを長田・池田・三俣・鷺谷・芦

淵・川合の6地匡に分けることができる。

　1）概査した鉱床の丁場および露頭は53力処あり・

＊鉱床部　　　綿大阪支所

今迄の総出鉱量　　　98，000t・

残存推定総埋藏量　253，000t

　そのうち品位不良または埋藏小で，実際に掘れないも

の2，400tを除き

　一級晶132，700t
　コ級品程度123，500t

　二級品又は二級以下を現在では探算のとれぬもの

　　　　85，200t
　これらのうち品位比較的良く可採餌量相当大なるもの

は，いづれも古生暦中に胚胎し，輝緑凝次岩と関係あり

鉱暦状をなすもの（F型）で，長田地区・芦淵地区・川合

地区にまとまつて存在する。

　2）　これらは鉱床丁場の大小にか～わらず，露天掘を

終り，今後は坑内掘りに移らなければならない状態にあ

りダ既に川合地区においては狸掘りをしている。

　從つて4級品32，700t・二級品132，500tの現在合格

しうる鉱石でも，これを経済的に操掘する事は椙当の困

難を俘うものである。況んや現在軍昧では使用し得ないr

残余の85，200tのごときは・思い∠Pばに過ぐるも，のが

あろう。

　3）　これを要するに天田郡炉材珪石は，傳えられる如

く規模6大なるものなくンかつ採掘よりみて組織的・1坑

内掘に移行しなければならないのにかエわらず，現段階

においでは鉱石品位債格がそれを許さな㍉、・状態にある。・

（昭和25年10月現在）　　　／

　天田i郡炉材珪石の前途は，一にかXつてこの國の重工、

業が飛躍的隆盛となる時期をまつことにある。

　　　　　　総　論
　　　　　　1．地・質
　この地帯は秩父古生暦に属し，下位より砂岩層・角岩

暦・砂岩頁岩暦・角岩頁岩暦の暦にわかつ事ができる。

各暦は整合である（これらの厚さ，細分については別の

1
機

会に書く）。

　砂岩層は，主として砂岩からなり頁岩を交え，上部は

＊註・・この量は昭和24年調査時よゆ増加しているoヒの厘因は主に

當時未調査セあつた鉱床を新牝．に調査し拠？こめに豫想部分が増加し

ヲと》ヒめであるo
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輝緑凝友岩の厚暦よりなる。角岩層は乳角岩を主とし，

頁岩を俘い，輝緑凝友岩を挾む。

　砂岩頁岩暦は，厚い砂岩，頁岩の互暦から成り，その

上部は頁岩多く，砂岩，角岩を挾む。さらにその上限に

．は薄いが，相当連続性のある輝緑凝友岩がくるo

　角岩頁岩層は角岩頁岩フ）互暦で・数層の角岩があり・

少なくとも二～……暦の角岩の厚暦がみられる◎

　　　　　　　2・培質構邉
　この地域の古生暦は，激烈な摺曲蓮渤をなし，この地

域の南部下川合附近を通る西北西の軸を中心にして物砂1

岩暦・角岩暦が，一背籍をなす。このギに大ぎくみて，

長田・池田北？三俣北・鷺谷・川合を連なる線に滑い，砂岩

頁岩暦・角岩頁岩暦が衝上し，さらにその前面は，梨ノ

木・下川合・日向・峰を連ねる線で，、のしあげrいる。．こ

の二つの衝上面は，軍』のものではなく，数個の衝上面

の総計である。從つて地暦は大きく見て南に張つた弧状

をなしているが，細見するときは南に張つた弧・東に張

つた弧・西に張つた弧の複成であり，その激しいものは

渦巻をなしている。これらの摺曲地幣は，その後におき

た主として北北西東落断膚によつて轄位する。

　以上の摺曲衝上および断暦は・露頭を細く図上にプ戸

ットする事によつて知られるほか，珪石丁場の大露頭に

おいても，その小規模のものを実際に観察ずることがで

きる0

　　　　　　　　3．鉱　　床

　今回の調査は，珪石鉱床を，主としてその型体により、

分類した。これを母岩の層序による時は，芦淵地区およ・

び川合地区下川合のものは，砂岩暦と角岩層との聞に介

在し，一その他のものは，砂岩頁岩層・角岩頁岩暦の聞を

中心にして，その上下に胚胎するσ

　今回の分類は珪石鉱床の成因を考究するための便宜を

考えて，暦序を考慮せず，母岩およびその形状を主とし

て分類の要素につかつた，かくして分類した種別は次の

10通りであるo

　イ）角岩中にあるもの

　A型角岩の走向と関係はないが，一定方向に連続す

　　るもので，・断層により母岩と境しているものが多

　　く，珪石化作用は断暦附近において弱いのを特性と．

　　することから，、珪石の生成は，断層蓮動の前であつ

　　たと、思うo（5）（21）がこれに属するo

　B型角岩の走向と関係ないぷ，一定方向に連続しな

　　いものo（5）（7）（8）（9）（11）（13）（22）（23）（24）（35）

　　（37）（38）（42）がこれに属するo

　C型角岩の走向と略々一致し，鉱暦状をなすもの。
　　、（16）（17）（18）（30）（32）（33）がこれに属する。

　、口）頁岩中にあるもの

D型　頁岩中にあり，小さなレソズ状をなし，頁岩の

　走向と一致し，鉱体の品位が均質であり鉱暦の規模

　が小さいのがその特悔であ喬。た黛し長田地区のも

　のはその例外であるQ（1）（2）（3〉（4）（6）、がこれに属

　ずる。

ハ）輝緑凝友岩に関係あるもの

E型角岩と輝緑凝友岩との境にあり，鉱暦状をな

　し，地暦の廻韓軸1こ当るもの。この種のものには廻

　韓軸を通つて断層があ『り，その両側で鉱暦の大きさ

　が違うのを普通とする。一般に規模大Q（26）（27）

　（28）（29）（31）がこれに属する。　　、

F型　角岩と輝線凝友岩との聞にあり，鉱暦状をなす

　もの。これがこの地帯の珪石鉱床に一番多いもの

　で，C型・D型に属するものも，今後の探鉱・探鉱『

　に，よつ七この型に属する事になるものが多いと思’

　う。
　E型もこの型の一種類であるが，便宜上別にしただ

　けである。（13）（14）（15）（19）（20）（25）（35）（43）（44）

　（46）（47）（48）（49）（50）（51）（52）（53）ヵ：これに属す

　るo
G型　角岩と輝緑凝炭岩との境にあり，塊状をなすも

　のo（12）（39）（40）（45）がこれに属するo

H型鉱床が断暦により母岩と境するもの◎E・F・G・

　、型で，この型を俘うものが多い。（12）G。H（35）

　（36）F．H（43〉F．H（44）F。H（45）G。H（47）F．H（48）

　F．H（49）F．且．1（50）F．H（51）F．H（52）F．宜（53）

　F．Hがこれに属する。

　1型「輝織疑次岩と鉱床との境が不明なもの，珪石鉱

　床は角岩が珪石化作用を受けて鉱石となる証拠をあ

　らわす露頭参多いが，これは輝緑凝次岩が珪石化作

　用を受けて鉱石となる二つの証拠であり，川合地区

　においてしばしばみられるが，（49）がその著しい例

　である。
　」型　輝緑凝次岩中にあるもの。これは必ずしも輝緑

　凝友岩が珪石化したものでなく，輝緑凝友岩中の角

　岩のレソズが元の型であることが多い。（22）（31）

　（34）（45）カ§これに属する0

　　　　4．鷲　徴（この項「岩生」記）

　この地区の著しい特徴は，’地質構造が甚しぐ複雑で，

鉱床の干面的分布が一見不規則で相互の地質関係を簡箪

に把握し難いこと，鉱石の種類が変化に富み，かつまだ

著しく強いもの（26）（27）（28）（31）（49）（53）（48）（52），風

化するとかさかさとなり赤・白の区別ボケるもの（12），

53，（35）（43）等の多く特級品を欠き，一級品も少ないこ

と，鉱床の規模が酒梨・多紀郡地区よσも亭均して小さ

いこと，芦淵地区を除いてほ概ね開発の歴史が新しくま
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だ露天掘りを続行しう、るものが多いが，芦淵地区は既犀

露天掘りの限界を超えていること，‘残存鉱量はかなり豊

富であること等であるo

　　　　　　鉱、床各論
　　　　　　1．長田地区　、
　イ）位置及び交蓮

長田地区珪石鉱床は，京都府天田郡中六人部村・下六人

部村にまたがつてあり，山陰線編知山駅の南東約7kmに

位し，この聞トラックを通ずる◎

　口）地形及び地質

　竹田川・土師川に囲まれたこの地区は，略々北西々に

蓮なる比高100m丙外の丘陵の東端にあたる。

地質は古生暦で角岩・頁岩の互暦からなる累暦と，こ

れに衝上する砂岩頁岩互暦し，輝緑凝友岩を含む累暦と

よりなう。角岩頁岩の互暦中には厚さ20mの3厨の角

岩があり，一走向北600東：，傾斜北40。が普通であるが，

土師川に接するや，走向北300東，傾斜西400に変わ

る。これは土臨川に澹う北々西方向の断厨による影響で

あろう。珪石鉱床群（5）は最上位の角岩暦中に胚胎して

いる。衝上塊をなす累暦は略々東西の走向を有し，傾籍

は緩く200内外で一向劉・一背斜をしている◎珪石鉱床

〈1）（2）（3×4）はこの中の角岩暦中に胚胎するQ

　ハ）鉱床
　鉱床（1）（2〉（3）（4）は・大きくみてプつの帯に属するも

ので，一400mに亘つて追跡され，鉱暦状を呈する。勿論

これら鉱暦ぽ断厨によつて小さく車專位したり，レソズ1伏

をなして膨縮したり尖滅したりする。　・

　1）長田山　土井経吉の所有といわれるこの丁場は・

一番低い所にあり，南北方向にi8mの間を，2m切つ

ているo

　鉱暦の走向は北20・西，傾斜西46・一東西，傾斜北40・

一北200西，傾斜西200に変化し，一向斜をなす。みら

れる鉱暦の延長14m，鉱暦の厚さ3mo南部では2mを

距ててさらに3mの鉱暦がみえる。これらは頁岩砂岩の

互層中にある0
　2ゲ掘長田山　掘袖太郎所有といわれるこの丁場は，

（1）丁場の南東砕あり，北東方向に約30m山腹を切り，

露頭から121n掘下つているg鉱暦の牽向は北如。東・傾

斜北4σ○一東西，傾誠北30。一北マ0。西7傾斜北300に変

化し，レソズ状をなし北東部は潰減するが延長25mあ

り，中乗は幅8・n，南西部で5mある。鉱層の中央を走

向北600西，傾斜南“ooの断厨が胴切りし， 鉱床を南に

約4m（見掛け）轄泣せしめる。この鉱暦の上盤は頁岩，

下盤は輝緑凝次岩。

　3）掘長田山　掘袖太郎所有といわれるこの丁場は・．

北東方向に約18m，山腹を切．り，露頭から。10・m切下っ

ている⑪

鉱暦の走向北500東，傾斜北500で，『その厚1さ5’》81n

みられる延長12mある。この鉱床の中央を走向北600

東，傾斜北60◎の断暦が胴切し，鉱床を南に5m（見掛

け）韓位せしめる。鉱暦と上盤の頁岩との境は，断暦か

ら南では北に柔二つている。

4）旭長田山　旭珪石所有で長田地区唯一の稼行山で

ある。この丁場は（1）（2）（3）丁場と谷を距て，（3）丁場の

南東に略々同じ高さの所にあり，その広さ25×20m2，露

頭がら10m，排土から22m掘下つているo（3）丁場と

の聞に背斜軸があるらしぐ，鉱暦はこ』では走向北600

東，傾斜南200を示し安定し，その厚さ8m以上ある0

5）長田山（旭珪石）旭珪石所有で休山中である。鉱

床は2群に分けられる。

　「西丁場」こり鉱床群は走向北6り。東，傾斜北40。の角

岩中に胚胎し，：走向北200東方向に6丁場力§一一直線上に

並ぶ。この事は西丁場の鉱床が角岩暦を斜に切つている

事を表わす。その北の延長である土師川河床の露頭をみ

るに，この方向に幅1mに亘る石英の細状脈が著しく

密集している帯があるo

東丁場　この鉱床群は角岩咽の小團塊で五丁場ある。1

　1　　　　2．池1田地区珪石鉱床

　イ）位置及び交遇

　この地区の珪石鉱床は編知山駅の南東9kmにあ・り・

縣道に面し交通便であるQ、

　口）、地形及び地質

、この地区は321m峰の南面に位し，批年期に開析さ

れ，地形急：峻であるoこの附近の地質は古』生層からな

り，下部から頁岩暦と角岩頁岩層とにわける。頁岩暦は

頁岩を主とし，下部に誌いて中粒珪質砂岩のレソズを擁・

み，上部において荻黒色角岩のレソズを爽むoこの角岩

は青白珪石化している。角岩頁岩暦中には，5暦の角岩

があり，ぞの最下位のものと最上位のものとが厚さ斉々

10m内外あり蓮続性に富む。その最下位の角岩の中に

青白珪石鉱床が胚胎する。

　こ¢）2累厨は費々整合であり，角岩頁岩暦の最下位に

輝緑岩が存在する。これら累暦の上に砂岩を主とし連続

性ある厚さ5mの角岩と・角岩のレソズを含む地冒が，

衝上する。

　ハ）鉱床
　この区域には（6）（7）（8）（9）（10）（耳1）の珪有鉱床力賜

る。（6）（10）は頁岩暦中に胚胎し，（7〉（8）（9）（11）は角岩・

頁岩暦中に暉胎する。

　6）r池田山昭和17（レ18年頃開発され，職後休山，

’昭郵24年多少冨士珪石が採掘した。この丁場の広ざは

15×10m2で，山麓を6m掘下つている。・、

19一（与61）“
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ドこの鉱床は走向北500西，傾斜北500の頁岩中に胚胎

する。青白珪石化した角岩のレソズである。その一部に

は角岩の層面がみられるQレンズの大きさは幅1m以

下，長さ6m以下のものがあまた胚胎し，母岩と鉱石

との比は10対1であるQ
7）池田山　昭和18’｝19年頃開発ぜられ，品川白陳瓦

株式会肚下講川端金作が作業に從事した6この丁場は山

腹に沿い北70。西方向に18m露頭から8m掘下つてい

るo

　鉱床は走向北800東，傾斜北400の方向に連なり，一厚

さ約5mである0
　8）露頭　この露頭は走向東西，傾斜北60。，厚さ約、

10mの角岩の下部6mが，青白珪石化しているもので

ある◎

　　　　ぜ　9）　丁場　この丁場は（8）露頭の東i延に当り，山「腹を

東西に8，m，露頭から5m掘下つている。鉱床は角岩中

にあり，上盤は頁岩，’下盤は輝纈疑次岩である。走向南

北，傾斜東150，厚さ4mあるo．

1⑰）丁場　この丁場は山麓に滑い15×10m2の広さを

約3m掘下つたものであるo鉱床は（6）丁場の規模をさ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　のらに小さくしたものである。走向南北傾斜東200～406

の頁岩中の角岩のレソズで，レソズの大さ0．2×1～3×

m2大。

∬）池田山（川端）　この丁場は山腹を10×8m2の広

さに露頭から10m掘下つている。鉱床は1走向北400～・

800東，1傾斜北600～800，厚さ15mの角岩の珪化した

一部を青白珪石として採掘した竜のである。

　　　　　　3．筥俣地区
　イ）位置および交通

　この地区は編知山駅の南東10kmにあたり、，縣道に

接している◎一

　隣）地形および地質

　この地区は池田区域の東i延にあたる。地質も池田区域

と同様であるが，断暦および衝上のため，地質構造は著

しく複雑である。鉱床の存在する暦序的位置は角岩・頁』

岩暦の最下位角岩と頁岩暦との界にある。

　滑革　この地区の鉱床は三俣山（神紅山）のみで，昭和

19年柿原一雄氏により開発され，昭和23《・24年の最盛

時には最高出鉱量月・470t，1日12入の人夫が作業に從事

したo

　昭和25年4月以降ほとんど休山状態にある。

　ハ）鉱床
　12）竃俣山　この鉱山は生野紳肚の北東隣にあり，採．

掘区域は東西40m，南北30mに亘り，3段に分けて採

掘している◎上段は露頭から5～8in掘下り，中段は露

頭から16m掘下つている。下段は地並◎

下盤は輝織凝友岩，』上盤は厚さ18m内外の角岩であ、

り，両者は走向北200’一600東，傾斜北1GO～300に横たわ

る。操掘場では角岩は珪化してほとんど暦理をみる事が

できない。これらは走向北々東～南々西，東に急斜する

ものを主としたあまたの断暦によつて・切断され・韓位

するほか，さらにこまかな並行断暦によつて破埣されr

いる所が多い。この丙断暦によつて破碑せられず，かつ

珪石化の進んだゾーソが，南北方向に走9ているのが三

つみられる。これを西から西・中・東鑓と名附ける。西鑓

は幅6～9m，延長（実際にみられる）20m，鑛の両側は

並行した断暦によつて限られ東に80。傾籍する。その北

端の東隣61nは著しく緑泥化作用をうけている。中鑓は

西鑓の北端の東12mにあり，幅6m，延長（実際にみ

られる）6mで，走向北200東で直立し・両側は断暦に

よづて限られるo南は潰失したというo束鑓は中鑓の東

8mにあり，幅5m～2mで，北端でしまり，延長25m

で，走向北200東，東に急斜し，その西側は断暦によつ

て限られているo

　この鉱石の需要があつた場合，現在の露天採掘では，

鉱床が直立しているため操掘が困難であるので1主とし

て西鑓を対称として坑丙掘に移るべきである。すなわち

道路のレベルから北に輝緑凝友岩を破つて藩鑓し・鑓揮

する方法と，東から鑛入する方法とがある。前者は約

20mの掘進によつて，後者は約40mの掘進に．よつ’て

現在の掘場下底に到蓬しうる。

　　　　　　　4．鷺谷地区
　イ）位置及び交遽

　この地区は編知山駅の南東10kmにあたり自動車を通

ずる。

　翻）地形及び地質

　この地区は三俣地区の東延にあたるo地形は急峻o肚

年期に開析されているが・鷺谷の主谷は北東～南西の構・

造線にあたり，谷底の傾斜は緩い。主谷を境にして，そ

の北側と南側とは，地質および地質構造は全く異る。北

部の地質は池田地区および三俣地区の頁岩暦にあたり，．

南部地区’は角岩頁岩互暦にあたる◎

　北部の頁岩層は友黒色頁岩を主とし砂岩および角岩の

』レソズを挾み1その上位の比較的連続性ある角岩暦との

聞に輝緑凝次岩が介在することが多い。珪石鉱床はこの

輝絵凝友岩と接する角岩中に潜在するが，鉱床の走向は

地暦に斜交する傾向がある。

　また（20）丁場南では，Pヒれらの地層に石英斑岩の岩腋

が貫入している。北部の地暦の走向は概ね東北東で北に

600内外傾斜する。

　南部の角岩・頁岩互暦には，角岩の連続性あるもの2

暦あり，これらは北西～南東の方向を持ち，一向斜をな
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第1圖　川合芦淵地歴慮材珪石鉱床分布圖（武市岡野別所原圖1950）
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すようである。珪石鉱床はこの角岩暦中に潜在し地暦を

切るが，地暦の方向と』略々並行になる傾向がある。

　ハ）鉱床
頁岩層中の鉱床は角岩暦中に介在するが，角岩を斜交

し，下盤は輝線凝友岩を俘うことを特徴としダこの地幣

としては晶位比較的良好である。

13）馬場の前山、馬場の前山は昭和24年4月堀袖太

郎により操掘を開始し，聞もなく休山した。この丁場は

丘陵の麓を10×4～6x2m2の2箇所2m掘下つてい

るo鉱床は角岩が珪化して暦理不明になつたものであ

る。從つて品位は悪い。1

14）行者山　験時中冨士珪石により稼行せられ，絡職

後休山したが，昭和23～24年にかけて堀袖太郎によ、り

再開せられた。現在休山中。この丁場は丘陵の李堪画を

2G×6m2の広さに5m掘下つている。この鉱床の下盤．

は輝緑凝友岩，上盤は角岩で，共に走向北30。東，傾斜

北600を示し，ているo鉱床は北600東の走向を取り北に

急斜する。延長20m，，幅4m。

15）荒田山昭和23年末・》24年11月迄加賀山岩夫

により採掘せられた。現在休山中。この丁場は丘陵の弔

坦面にあり，12×10血2の広さに8rp掘下げている。

　この鉱床の下盤は輝緑凝次岩，上盤は2mの砂岩を

距てて角岩および砂岩のレソズを含む頁岩で，各岩暦の

境はいづれも走向北600西，傾斜北800であるo鉱床の

みられる延長15m，鑓幅北端9m，南端4m，レソズ状

をなし北東に急斜しているQ

l6）丁場　冨士珪石が昔掘つた。この鉱床は角岩中に

あり，走向北800東で南に急斜し，幅1．5mある。

　角岩粘板岩層中の鉱床は角岩中に胚胎し・断厨によつ

て境されるが略々角岩の走向傾科に一致する・しかして

珪石化作用をうけること強からず，品位不良なるものが

多いQ
17）　冨士鷺谷山　昭和17，8年頃川端金作によつて稼』

行されたが絡戦後休山◎

　昭和22，3年頃冨士珪石によつて再開せられた魁あ

まり出鉱せず休山し現在に至る。この丁場は15×6m2

の広さを露頭から8m掘下げている。この鉱床の下盤

は角岩で上盤は角岩のレソズを來む頁岩である。鉱床は

下盤とは走向南北・西急斜の断暦を以て境し，南部は東

西・北急斜のあまたの断層によつて破砕せられ・鉄分・

粘士分多く輝緑凝友岩様をなす。上盤との境は走向北

50。西，傾斜北500である。鉱床の延長10mそ幅最大5
’
m
で
，
走 向北30。西，傾斜東800のポケットである。

18）鷺谷＝又東　この丁場は川を境にして南北2箇所
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京都府天田郡炉材珪石鉱床調査報告（丹波地域炉材珪石各誘　その三）1（武市敏雄・他）

ある。北側のものほ角岩中の珪石の小團塊が20魚を踵

七て二つある。南側のものは上盤に角岩を含む頁岩を持

つ，走向北700西，傾斜南400，幅1．5m，延長10mの

、青白球石鉱床である。

19）鷺谷二号山　昭和10～13年あたり，上井経吉に

より墨鉱された。その後休山し，’昭和24年堀袖太郎が

当時の坑道を取開けたが，出鉱せずに休山した。この丁

場は20’》15m2の広さを露頭から8m掘下げたoこの

鉱床の下盤は輝絵凝友岩で，上盤は赤色角岩と頁岩であ

る。下盤との境は走向非20。東，傾斜西700，上盤との

境は不規則である。鉱床の延長南北方向に約10m，鑓

幅最大5m，，ほとんど直立したレソズである。

20）鷺谷一号山　昭和15，6年頃幅島某が開発した

が，その後堀袖太郎これを1譲りうけ，昭和24年迄稼行

したoこの丁場は広さ20×10m2掘下つている。この鉱

床は赤色角岩中に胚胎し，1赤色角岩の上盤は輝緑凝友岩

および角岩を含む頁岩である。鉱床は走向北60。西，北．

．に急斜し幅最大5m，延長18m。

21）不動山　昭和16，7年頃から20年頃まで川端金
作により稼行せられたが，その後加賀山岩夫昭和22～

1
2

3年に再び稼行した。現在休山中。この丁場は山腹を』・

広さ20×12m2に露頭から10m掘下つている。

　この鉱床は角岩を貫く北20。西，傾斜東700の断暦の

下盤に滑い胚胎している。鉱床の延長（みられるもの）20

m，幅8～4m。

22）妻場山　昭和18年頃川端金作が開発し・終職後

は冨士珪石が採掘した◎この丁場は上安場部落・土師川

東岸に為り，露頭から5～6m掘下り，その広さは60×

20m2ある0　－
’鉱床は大体2鉱体あり・その下なるものは輝緑凝友岩

の中に胚胎し，上なるものは角岩・頁岩互層中に胚胎す

るoいづれも母岩と鉱床と境は断暦をもつて境される。

断暦の方向は不規則であるが，大きなトレメドは西北西

で北に600丙外傾斜する。下の鉱体の厚さ2’》4m，延

長30m。上Q鉱体の厚さ1～3ml　 延長30moその外輝

緑凝友岩中に億珪石の小塊が散在する。

　　　　　　5．坂富地区　　　’・
　イ）位置及び交逼　　　　　　　　　　　

　この地区は土師川を踵て池田地区の対岸に位する。

　口）地形及び地質　　　　　　　F　　　1

　この地区は272m峰の北麓に位し，地形比較的緩慢

である。地質は略々池田地区に類似し，’下部から砂岩

厨，頁岩鳳角岩・頁岩暦の3層にわかたる。珪石鉱床

は角岩・頁岩厨と頁岩暦との境に位する。

　ハ）鉱床
　23）紳肚繭山　昭和17～18年頃堀袖太眞5により稼行

　　　　　　　　　　　　I

ざれたが，間もなく放棄された。この丁場は島田神杜南

の丘頂上の東斜面にあり，10×5m2め広さを8m掘下

つている。鉱床は走向北80。西，傾斜北600の角岩のざ

部にあり，厚さ3mで緑泥石化している部分が混じ
る0

24）　丁場　この丁場は道路傍にあり広さ10×10m2を・

’5m掘下げている。この鉱床は角岩の珪石化したもの

で， 走向北60。東，傾斜北20。，厚さ3mあり，上盤は角

岩の小團塊を持つ頁岩。

25）坂室山　昭和24年堀袖太郎氏が採掘し，同年中

に出鉱を停止したQ’、

　この丁場は稜線にまたがり18×3m2「切割つている。

こめ鉱床は走向北70。東，傾斜北60◎の角岩の下部が珪1

石化したもので，厚さ2m，延長18mがみられる。上

盤は緑泥化した頁岩の薄暦を爽む角岩で，下盤は輝線凝

次岩である。

　　　　　　6』芦淵地塵
　イ）位置及び交逼

　この地区は旛知山の南東15kmに当り，窟麓に國道

P施じ・蝉便で鶴・　　　＼
　口）地形及び地質

　芦淵山は土師川の西にある独立した山で，標高318撫

あり，山稜は北西～南東に走り，山の北面は崖錐で扇状

地験の緩斜面をなす。地質は輝緑凝友岩の厚暦と，その

上に横たわる角岩暦とさらにその上に位する頁岩暦とよ

りなる。輝線疑次岩暦は厚さ80mあり，下部に砂岩を

挾み，上限に赤色角岩（珪石化す）を來む。多く風化して粘

土状となり，石友質物または珪質物を含むこと少なく塊

1状である。角岩頁岩層’の最下底の角i岩は厚さ15～20皿

あり，．赤色角岩は角岩が変化したものと思われる。赤色’

角岩は珪石化すること多く，膨縮甚だしく，東部におい

て厚く，西部に行くに從つて薄くなり，断続する。その最

も厚いところでは20mに達し，’中ド2m以下の頁岩を

來むことがある。赤色角岩は下部に多く・、上部は角岩と

なる。角岩中には頁岩の薄厨および「黒ボク」と称する黒

色粘土状のものを來むことがある。頁岩暦は厚さ3qm

以上あるが，東部以外賄竈られている・その下隙赤色、

角岩および角岩のレンズを爽むことが多いが，上部に行

くに從つて頁岩が主体となり，時に砂岩または輝緑凝友

岩様となる。　，

　これらの累暦は南西に向つて張つた弧欺に配列し，す

なわち走向北東より南北～東西～北西に変化し・東～南

に傾斜する。しかしその緬和は西北酉パ東南西の方向を．

とる。これは少なくとも4回，走向北々東～南東々，東

落断暦によつて切断せられると同時にその蓮動方向に引

・きずられたものと思われる。、こ参構造はなお走向南北西
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落ちの平行した多くめ正断暦によつて切断せられる。

　ハ）鉱床
　珪石鉱床は角岩暦の下部に存在する赤色角岩の珪石化

したもので，東部において厚く，西部に行くに從つて薄

くなり，膨縮甚だしく，延長700mの中少なくとも3回

切れる。珪石化作用は東部において強く，西部に行くに

從つて弱くなり，珪石の品位も落ちる。これらの鉱暦は

地質構造に從つて複薙な形をなして胚胎するが，・地暦の

廻韓軸の中心において輝緑凝友岩に近い部分に．おいて，

珪石化作用強く，また鉱暦自身も膨脹する。地暦の廻韓

軸を南北に切る断暦が例外なしに存在するが，・断暦の東

部すなわち地暦の走向が東西または北東の部分が特に厚

く，断暦の西すなわち地暦の走向が南北の部分は急に薄

くなる特性がある。從つて現在の掘場がこの膨脹部をね

・らつている関係上，掘場と掘場との中聞には，地麿の走

向が南北となり鉱暦の薄い部分が介在するわけであるか

ら，掘場と掘場との聞に，今迄に掘つたと同檬の鉱暦の

潜在を期待する事はできない。

　京都府天田郡において珪石の品位良くかつまとまつた

ものはこの芦淵山以外にはいまのところ期待できず，』し

かも現在の探掘を続け，軍にこ就を坑道掘化したとして

も・多量の出鉱を期待することは困難で，たとえ埋藏量

充分であつても，一丁場から月100t以上を期待する事

ができず，小鉱山に轄落する前途にあるから，この際経

営方針を根本的に改め充分な調査をなすことが必要であ

るo

『26）芦淵新山　芦淵新山は昭和13年頃土井経吉によ

り開発せられ，終戦迄露天掘によつたが，その後露天坑

井掘に移つた。現在探掘中坑員3名。この鉱床は露頭部

より既に約20m掘下り，その上の排土を合せ50m余
り掘下つているo

　鉱床は地暦の廻轄軸を中心に掘下り，下底には甑に輝

緑凝次岩が現われている。探掘跡は上段において26×

15m2（十8mL中段において15×15m2（十5m），下

段において8×8m㌔地暦の廻轄軸（これは断暦による引，

ずりと考之る）を北100東，走向西700傾斜り断暦が切断

し，その西嫉頁岩暦が表われ，一下部に幅2n1の鉱床が走

・向南北・傾斜400西に走つているのみである。断暦の東

では輝緑凝亥岩と接し（一部で厚さ2mの頁岩を爽む）

厚さ8颯の鉱暦があり（主鉱層），さらに2mの頁岩を

一距てて，厚さ14mの低品位鉱暦が延長15mに亘りみ

られる。その上5mの頁岩を距てて厚さ2m，延長10m

の低品位鉱暦のレンズがみられ逢。最下底の輝織凝茨岩

中になお厚さ5mの鉱暦がある。これ等の鉱風焼向北
800西，南40。である主鉱暦の走向が北東に轄換するや，

分裂して下から鉱暦（2m）輝緑凝友岩（2m），鉱暦（4m）

輝緑凝友岩（2m），鉱暦（4m）となる。

　鉱暦の品位は和一級で低品位鉱鳳赫白二郷概し

て石友質物少なく，硫化鉄鉱により鉱染せられること少

なし。

27）芦淵旧山　昭和2年に土井経吉により開発せら

れ，今日に至るまでほとんど休山せず出続・し，その最盛

時は昭和8年頃といわれる。露頭部から18m掘下り∫

排土から50m掘下つている。掘場の広さは30×15m2

ある。’この掘場も地暦の韓換軸の中心に当り，中心を通

る走向南北・傾翻西60～300の断暦によつて切断せら

る。、断層の西は2mの輝緑凝炎岩の上に4血の鉱暦が

あり，6mの頁岩を踵てて厚さ4m，延長15m以上の鉱

層があり・その上は頁岩である。これらの累暦は走向南，

北～北30。東，傾斜40。～60。であち。断暦の東は輝緑

凝友岩の上に4mの赤色角岩を踵てて厚さ4mの主鉱

暦がある。その上1～委mの粘板岩を距てで厚さ6ん10

mの低品位鉱床あり，その上4mの角岩を距てて厚さ鴻

m，延長10m以上の鉱暦あり，その上6mの頁岩を距て

て厚さ8m．延長25mの低品位鉱冒が見られる。その上

，は頁岩・角岩・輝緑凝次岩の互暦である・これらの累暦は

走向東西・南300。

28）高田山　高田山は昭和10年頃開発せられ，、ほと

んど休山することなく出鉱したが，昭和25年8月以向

休山している。上丁場・下丁場とある。

　高田山上丁場は高田山下丁場の南東上方にある。高田

山上丁場は，広場の広さは10×151n2ある。露頭がら

151n掘下り，排土から35m下つている。この丁場も地

暦轄換の一部に当り走向南北・西400落ちの断層により’

両分せらる。断暦の西には厚さ41nの鉱暦から・4mの

頁岩を距てて厚さ4m以下，薙長10mの鉱暦があり，

その上に厚さ7mの厚さ2m，延長8mの鉱暦のレンズ

を含む頁岩を距てて，厚さ4mの低品位鉱層がある。

その上は頁岩であるこれ等の累暦は走向南北，西40。傾

斜する断層の東は厚さ2～51nの輝緑凝友岩があり，角

岩を爽む。この下盤に接し厚さ4mの鉱暦のレソズが

ある，その下は頁岩である。以上の累暦は大きくみそ輝

緑凝友岩層の中に包含したい輝緑凝友岩の上には厚さ2

mの頁岩を距てて8mの赤色角岩があり，その上に厚

寄5mの主鉱暦がある。これ等b累暦は切割を中心に

して，：走向南北から北600西に轄換し，西に60。～30。

　　　　　　　　　　　　　帳傾斜する。

　高田山下丁場は露頭面から10m掘下り排土から30m

掘下るQ掘場の広さは8×10m曾ある。　この丁場の下底

群は輝緑凝友岩があり，その上に厚さ8mの，北で尖

滅する主鉱暦があり，5田の頁岩を距セて厚さ約8mの

低品位鉢暦がある◎その上は頁岩である6これ等の累暦
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は走向南北’》北450西に変化し，走向南北～北20。東，

傾斜西70。の3本の逆断暦によつて多少轄移しているo

主鉱暦および低品位鉱暦はそれぞれ上丁場の断暦西のも

のに連続するものと思われる。主鉱麿は旧山を過ぎてか

ら次第に，レソズの様相を現わしているQ

29）　岡村山　滑革は詳かにしないが，前に小畑某所有

であつたが，現在は土井経吉所有である。休山中。村山

は高田山の東30mに．あり，露頭から5m，排土から15

m下つている。掘場の広ざは15×20m2，10×201n2の

ものとがある。鉱暦は走向北200東，傾斜北50Qの逆断暦

によつて南北に2分され身その面は厚さ2m，L5m，4m

の低品位鉱床を含む輝緑凝友岩の上に，厚さ6m・延長

15mの低品位鉱暦のレソズがある。その上は頁岩で，

稀に赤色角岩・角岩・輝緑凝友岩め小團塊を持つている。

断暦の東は厚さ3m大の低品位鉱厨の二つの團塊を含

む赤色角岩からなる。これ等の累暦は走向南北西400～

600傾斜しているる高田山の累暦とこの累暦とは略々同

一のもの噂あるが，中間にこの丁場でみられたと同様な

i逆断層が介在する。北に存在すべき主鉱暦の延長が・高

田山の西に位置しているのはこのためであろうo鉱暦は

こ瓦に至つては全くレンズ状となるp

30）、岡村山西丁場　かつて品川白煉瓦株式会紅により

採掘せられたが詳細不明。

　この掘場は芦淵山頂の北西下側にあり，約12m掘下

つている。掘場の広さは20×8m2ある。

　この掘場全体は珪石化した赤色角岩が露出し・赤色角

岩自身の暦理ば不明であるが，西隣りの角岩から見て走一

向北60。西う題斜南50。，また丁場の南端の頁岩から見て

：走向東西，南600と思われる。走向東西，西60。～800の

多くの断暦により切断せられ，断層の周辺3～4mの幅

の赤色角岩は細かく割れ．この部分のみ角岩檬である。、

この赤色角岩は他の丁場の鉱暦の上位に当るものと思わ

れる。

　鉱石の品位の悪いのは輝緑凝次岩から遠ざかつている

事がこの原因であうう。

31）新芦淵山　新芦淵山は昭和6～7年頃土井経吉に

より初めら紅，昭和14年以後は柿原一雄g所有になり

今日迄稼行している・この丁場は前の丁場の北180mに

あρ，露頭から10m掘下つている。丁場の広さは8×8

m2と18×10m2と10×10m2との三つが西北西方向に

約．80mの聞にならんでいるo

　東丁場には輝線凝友岩の中またはこれに接して厚さ2

m，延長8m以下の鉱暦のレソズが三つあり，その上は

赤色角岩，頁岩の互暦である。累暦の走向は北200西，

西6qOの逆断暦を界として，その西は走向東西，南6Q。

傾斜し，東は北・30。西，西に60Q傾科ずる。

　中r場は東丁場の延長で，『丁場の中央を北300西，西

1700の断暦が横断し，、その西では輝緑凝友岩の上に厚さ、

8mの鉱暦がありその上は頁岩である。この累暦は北

40。～600西，南に30。～60。傾斜する。断暦の東では輝

緑凝炎岩の上に厚さ4mの鉱暦があり厚さ4mの赤色角

岩・頁岩互暦を來んで，厚さ3mの鉢暦がレソズ状をな

してくるQその上は頁岩であるび

　西丁場は芦淵山山稜に位置し，露頭から5m掘下つて

いる・鉱床は輝緑凝次岩に囲まれた珪石化した赤色角岩

の團塊で，その北側は走向東西，南809傾斜の断暦によ

り境し，南は走向東西南匠300傾斜ずる断暦を以て，走

向北200西，西90。傾斜の厚さ21nの赤色角岩頁・岩互

暦，その西の輝緑凝友岩に境する0

32）寺尾山（加賀山）昭和19年福島某探掘を「始め絡

戦に至り休山，昭和23《・24年に亘り加賀山岩夫が採掘

した◎この丁場は芦淵山の南斜面稜線から70m低所に一

あり，傾斜面に．滑つて3m掘下り，掘場の広さ8×50雌

と6×20ra2とがある。露頭は全部珪石化した赤色角岩

で，そめ南東部は北30。東・西に800傾斜するあまたの

断暦により切られ，岩石は細かく割れて珪石化すること

少なく，幡3mの赤色角岩，頁岩互暦を來んでいる。北

部にも南北性西急斜の断暦3本あり，断層附近は南東部

と同じ岩相をしている◎』眞の珪石鉱暦はこの露頭の下底

に存在ずるべく，山の傾斜に滑うていくら切上つても着

鉱しない。

33）・旧品川直営寺尾山職前品川白煉瓦株式会肚の嘩

営山であつたが，沿革不詳である。この丁場は芦淵i山稜

線の下30n｝の低所にあり，露頭から4m掘下り，丁場

の広さ35×10m2あるo

　ほrとんど珪石化した赤色角岩の露頭で，ぞの西側は北

200西，傾斜西600で赤色角岩，頁岩互暦に境し，東部

は走向北600西～東西，傾斜南200の角岩・頁岩互暦によ、

つて覆われる。角岩中には厚さ2cm以丙の「黒ぎク』が

來まつている◎こり中間に3本の南北性西落ち断層があ・

り，その中闘のものは幅1mの断層角礫を持つているo

これらの断暦に滑うて珪石化作用弱く・かつ破砕された

帯があるQ

　騒）　上野山　昭和10年頃の発見といわれ，数代を経ー

て昭和20’）21年には冨士珪石が，23《・24年堀袖太郎が

採掘した。現在も堀が僅かに稼行しているQ上野山は芦

淵山の西面中腹にあり，露頭から10m掘下り，その広’

さ40×20ml2あるo

　鉱体は輝緑凝次岩中に大小の團第を塗して胚胎するb

その最も大なるものは（珪石と角岩様珪石とを含む），2α

×20m¢〉聞に不規則な形をなしているが，北60。東の

方向を持ち東に60。傾斜する。その他のものは6×10m諾
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　ある他，著しく小さなものであるが，同じトレンドを有

　し，西部のものは西に急斜し，東部のものは東に傾斜す

　る0
　　　　　　　7．　JU合地匠
　　イ）位置及び交遽

　　この地区は編知山の東10kmにあり，鷺谷地区の東

．　隣に当る。縣道および自動車道路が山元附近迄通じ，交

　通比較的便利である。

　　戸）地形及び地質
　　この附近は標高3・》4GOmの峯轡重爵し，地形急峻で

　ある◎この地区の構成する地質は，砂岩を主としその上

　部に輝緑凝次岩の厚暦をもつ砂岩層とその上位なる角岩

　と頁岩とよりなる角岩暦と，さらにその上位なる頁岩砂

　岩よりなりその上限に石次岩・輝緑凝友岩・角岩のレソズ

　を來む砂岩頁岩暦と，そり五位なる角岩頁岩暦とよりな

　るo
　　ハ）鉱床
　35）藤巻山　この丁場は東西100mに亘り3箇勝で採

　掘したQ現在探掘しているのは中丁場であるo

　西丁場は20×5m2の広さを約5m掘下つている。

　　厚さ3～4mの低品位鉱体は，下盤角岩，上盤赤色角岩

　と，東西北落ちの北60。の手行した断層で境している。

　採掘した鉱体は低品位鉱体の中に，直径4m以下の團塊

　をなして胚胎していたというo

　　中丁場は20×20m2の広さを8m掘下つている。

　　上盤は北60。東，』北600に傾剰する角岩で厚さ4tnの

　低品位鉱体と，走向東西，北60◎落ちの断厨と境し，西

　端は北40Q東，傾斜北70。の断暦により切られ，下盤は

　輝緑凝次岩である。一

　　鉱床は低品位鉱床の中にあり，走向東西北落断層，そ

　の東は北30。西，東400傾斜の断暦に限られている。厚

　さ4mあるo
　東丁場は斜面に沼い30×8m2ゐ範囲を2m掘下つた。

　鉱床は赤色角岩中に不規則に胚胎し，直径2m以内の

　團塊をなしていたφ

　36）旭藤巻山　この丁場は15×5m2を7m掘下つて

　いる。低品位鉱床は厚さ4mで，上盤は角岩，赤色角

　岩の互暦で，下盤は輝緑凝友岩である。その西端は輝緑

　嫉岩と走向南北直立の断暦で境する。

　37）宮の裏山　この丁場は広さ30×15m2の範囲を露

　頭より約8m掘下つているo

　　鉱体は角岩中の20×10血2，深さ8m，走向北40◎東，

　傾斜北70。の塊状鉱体で，現在は北側および下底は多少

　良質部が残存するようである。

　　今後の探掘は相当困難。

　28）　丁場　この丁場は10×8m2の広さを，露頭から

4m掘下つたもので，走向北800西，南40。傾斜の角岩

中の低品位の部分を探掘したものである。　、

39）下川合川向山　この丁場は35×20m2の範囲を地

表から約8m掘下つているo鉱体は上盤走向北、400東，

傾斜北40。一700の輝緑凝友岩・角岩・頁岩の互居，下盤

角岩の聞に不規則な團塊をなして存在していたもので，

現在鉱体はほとんどみられず下底に対する期1待も少な

い0

40）　川幅山東丁場　この丁場億広さ30×10m2の範囲

を露頭から約8m掘下うている。

鉱床の上盤は，走向北40。西，、傾斜北700で，北400

西および北500東の略々直立せる2組の李行断層によ

り切られる角岩。下盤は，走向北800西，傾斜北400の

角岩。鉱床はこの聞にあり走向北400東北落の塊状鉱体

で，下盤側は厚さ1m赤色角岩が接している。鉱体は上

盤側の断暦により，下底の連続に乏しい。

41）　川幅山西丁場　この丁場は広さ40×1Gm2の範囲

　　　　　　　　　　　　　　ゆを露頭から5m掘下つている。鉱床は走向北70。東，北

に10。傾斜するほとんど赤色粘土化した輝纏鐡岩中み

厚さ10｛・50cmの角岩を地暦中に胚胎していたもので，

現在鉱石はみられないo

　今後の採掘も困難である◎

42）　寺の裏山　との丁場は道路傍に3ヵ所掘つてい

る。現在1走向北60。，傾翁北600の角岩の壁がみられる

のみであるが，その南の掘跡の下底に厚さ3mの低品位

鉱床が，走向東西，傾斜北60。の断暦で角岩と接してい

るのがみられる0

43）柳谷山　昭和23年加賀山岩夫が開発し今日に至

るるこの丁場は25×15m2を10～5m掘下つている。　．

　鉱床の上盤は，走向北400東，傾斜北400の角岩で，

下盤に走向北50。東，傾斜北40。の輝緑凝友岩がくるび

この輝線凝次岩の中に硫化鉄鉱・黄銅鉱の鉱染している

のがみられた。鉱床の厚さは8mあり，上盤との境は走

向北200西，傾斜酉400の断暦で境する。鉱床を貫く

走向南北，傾斜西600，走向北20。東直立の二：つの断暦
　　　　　　　　　　ゴがあり，幅0．5－2mの断暦角礫がみられる◎

44）稻葉山　昭和23～25年春迄冨士珪石が採揺し，

現在加賀山鉱業所が買石している。この丁場は20×6m2

を15m掘下り・下底から約10；n鉱体の中を西に水干坑

道を掘つているQ鉱厨の上盤は1走向北500西，傾斜南80。

の角岩で，下盤は輝緑凝次岩である。鉱体を北450西～

東西，傾斜南600の断暦が貫き，そあ東4mは鉱石で，’

西7～2mは低品位鉱石である。

45）糟葉向山　上丁場は昭和24年春冨士珪石が操掘

したが聞もなく休山今日に至る。この丁場は15×6mlを

ユOm掘下つているQ
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京都府天田郡炉材珪石鉱床調査報告（丹波地域炉材珪石各読　その………）　（武市敏雄・他）

　鉱床は角岩の中にあb東西方向南落ちの厚さ．2mのレ

yズである。角岩は走向吏西，傾斜南40。の断暦で輝緑

凝友岩と境しているo

　下丁場は⑳×5m2掘下つているo

　鉱床は輝緑凝友岩中の小團塊で幅4mある。北70。西，

傾斜南700の傾向をもつ輝緑凝友岩の一・部は石友質であ

り，一部鉱床との境の不明瞭のところもある。

　品位は上丁場に同じ

46）鵬本小谷山　験時中堀川薬操掘し聞もなく休山，㌧

そり後24～25年春福本某掘操す。休山◎この丁場は50×

28m2を15m掘下つている。鉱暦の上盤は，走向北20。

東，傾斜西60。の角岩で，下盤は，走向北40。東，傾斜

西600の輝緑凝友岩とその下位の角岩である鉱暦は延長

25m，幅3mでその上位に幅3～5mの低晶位鉱暦がある
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の
47）小谷山　昭和10年頃柿原一雄の開発という。24

年11月以降加賀山鉱業所が稼行している。この丁場は

50×12m2を10～12m掘つているo
　鉱体の上盤は，走向北200東・傾斜西400～700の角岩

で，鉱体の下盤は輝線凝友岩で，両者との間は走向南北，

傾斜西406直立の滑り面がある。この鉱体は，北30◎西』

傾斜東80。の断暦によつて，南に轄移し，さらに走向北

30。西，傾斜西80。一走向北30。東，傾割西80。の断暦に

、よつてヲ北に轄移し，見掛上三つまたは二つの鉱体の如

き観を與える。ド鉱体の幅は7mあり下盤よりの3mは低

品位である。

　48）繍原小谷山　この山の開発はかなり古く昭和8年

頃と鳩・われるが，詳かな滑革は明らかでない。現在柿原

一雄の庚有で稼行中。この丁場は小谷山の東小沢を距て

て70mにあり，広さ30×50m2を最低16m掘り下り，

その北は山稜およびそ、の東側を30×5m2を7m凋下つ

ているo一：部坑道探鉱をなしているo

　鉱床の上盤は走向南北・傾斜西30。の魚岩で・下盤は

輝緑凝次岩である。上盤とは北10。東・傾斜西600の断一

層をもつて境せらる。下盤との境は明瞭ではないが・上

盤との境よりは緩かである。との鉱層の厚さ9～10mあ

るも上部の5餌6mは低晶泣である。下盤の輝緑凝友岩

中に，厚さ4mのさらに一“つの鉱暦があり・北100東の

稜線に出ている。

　49）山本山　こ』の丁場は柿原小谷山の北西延にあσ・

この地毬の最高地点に当る。丁場は最高地点の南部で

30×10m2を15m掘下り1北部ほ20×5甲2を6オn掘下

つているo
　鉱床の上盤は走向南北，傾斜西40。～500の角岩で，下

盤は角岩を含む輝緑凝友岩である。上盤とは走向北20◎

西，傾斜西70。論走向南北，傾斜西70。の断暦をもつて境

するが，下盤との境は明瞭でない。鉱暦の厚さは南から　、

3～5’》4mある0

5，）加賀山川合山昭和17《・20年の聞土井経吉が探・．

掘し，休山，現在加賀山岩夫所有◎南・中・北三丁場があ

るo

　南丁場　山本山の北延の沢にあり，8×7m2を10m掘

下つている。鉱層の上盤は角岩で，走向南北，傾斜西800＼

の断暦で境している。下盤の輝緑凝友岩とは，走向北

300西，傾斜西80。のずれで境している。鉱床め厚さは6

～10mあるが，稼行に堪えるのは上盤側の1～4mであ
為o

　中丁場　この丁場は10×4m2を8m掘下つている。
．鉱暦は上盤の角岩とは，走向北400西，傾斜西70。の・

断暦で境し，1下盤は輝緑凝次岩である。鉱床は幅2～3m・

の低品位鉱である。

　北丁場1この丁場は7×4m2を8m掘下つている。

下盤は厚さ2mの輝緑凝次岩を距つて角岩である。走向

北30・西，傾斜西500の断暦が下盤どの境である。鉱床

は厚さ81h以上の低品位鉱石である◎

51）　土井川合一号山　滑革　昭和17年頃迄余田武一

郎が稼行し，同年土井経吉これを買牧今日迄休山するこ

となく稼行して秘・る。こゐ丁場は東西方向の小尾根を踵

てて土井川合二号山の北隣に・あるo広さ35≧〈15m2を

25m掘下つているQ
　鉱暦の上盤は角岩1下盤は厚さ6mの輝緑凝荻岩で，、

走向北70。西，傾斜西800の断層で境する。その下位に一

走向北400西，『傾斜西70。の砂岩を來む頁岩が来り，そ

の下位に石友岩がある。鉱厨は南から0・》3mで2北に

しまり南に膨脹ずる傾向があるが，南方は沢に入る。

52）表山　昭和8年頃土井経吉の開発である。との丁

場は45x20m2を最大25m掘下げている。別に露天掘．

下底部の7m下位費，35×6m2の区域を坑内掘してい・

るσ

　鉱床の上盤は走向北20。東～南北，傾斜西30。～400の

角岩および角岩・頁岩（紫色・緑色）互層である。下盤は2

mの角岩を踵てて厚さ8mの輝織嫉岩に接するo鉱床・

・の厚さは南から4～8～6mである。

53）深山　昭和15～16年頃柿原一雄の開発で，最初

から坑道掘であるという。この丁場は表山の北隣膨あ

り，、長さ40m立入によつて着鉱し，10×15m2を掘つ・

ている。鉱床は走向南北，傾斜西20。～600．の角岩中にあ

り，その中央を走向南北，傾斜西80。の断暦によつて両

分される。鉱床は團塊状をなすものとし，晶位は目下出

鉱中のものは赤白二級で二級品の歩留60％。
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第1表　天田一郡炉材珪右一・鷺表

器
’i

G8）
、

長

田

地

区

池

田

地

番号　名　称

（1）

（2）

（3）

（4）

（5）

（6）

（7）

（8）

（9）

’（10）

（11）

区’

俣
地
区

（12）

長「田　山

－掘長田山

掘長田山
旭長田山
長田（旭珪石）

　計』

合　計
池　田　山
池　田　山

露　　頭
丁　　 場

池田山（川端）
　ダ丁　 一場

　計
ム　　 到・

口　　即

二　俣　山

計

合　計

現況

休山

休山

休山

稼行

休山

休山

休山

休山

休山

休山

休山

稼行

鉱床
分類

D

b

D

D

AB

D
B
B
B・

D
B

GH

鉱石及び品位

青白　』二級下
　　硫化鉄鉱染
青白　　二級
　　．時に硫化鉄

青白　　二級
　　少量の赤白
青白二級（一級混ず）．

青白　　二級下

青白

青白

青白

青白』

青白

青白

二級下

二級下

コ級下

二級下

二級下

二級下

青白　 二級

翫探量

30

800

　　600
　　4，000
薪霧！65・

6，080

6，080

90

900

70

40

300

1，400

1，400

4，680

4，680

4，680

埋戴量

10．000（良）　i

5，500何）

　70（其他）1

15，570計

鉱床の規模

中

大

3，900（可）

1～080（其他）一

4，980計

三俣山他
10，300

10β00

10，300

索道延長
及び傾斜 從業員数

11～12人

産額『業者名

　t／m
200＾げ250

土井珪石

堀袖太郎

同上’　鴇
　　　ぼ
旭珪石、陶

　　　圏同上

　　　剛
　　　摯
　　　勘・
　　　鑑
　　　蕪
旭珪石　鱒
川端金作？　醗

　　　漣
　　　話川端金作

　　　砲
　　　）

柿原珪石



鷺

谷

地

－区

番号

（13）

（14）

（15）

（16）

（17）

（18）

（19）

（20）

（21）

（22）

賠

人
瑠　（23）
ご叛
　室（24）

　地（25）

　区一

　蘭

芦

淵

堪

（26）

、27）

（28）

（29）

（30）

（31）

（32）

名　 称

馬場の前山
行　者　山
荒　田　山
丁　 　場
冨士鷺谷山
鷺谷二叉東
鷺谷二号山
鷺谷一号山
不　動　山

安　場　山

　計

合　 計

紳肚南山
丁　　 場

坂』　　室

　計
合　 計

芦淵新山

芦淵旧山

高甲山
岡　村　山

岡村山西丁場

新芦淵山
　　　＼
寺　尾　山

現況

休山

休山

休山

休山

休山

休山

休山

休山

休山・

休山

休山

休山

稼行

稼行

休山

休山

休山

稼行

’休山

鉱床
分類

B（F）

F
F
C，

，C

C
、F

F

A

JHBH

B
B
F

E

Ei
E
、

E

cF

EJ，

C

鉱石及び品位

晶位悪し

赤白　 ニコ級（一級を含）

青白　　　　－一・二級

赤白、’　：二二級

青白　　二級
青白　 ・コ級

赤白　　一級
青白　　二級（一部赤白）

青白．二級（一部赤白）

赤白　　二級
　　　歩留り約60％

青白

青白

青白

二級下

コ級下

コ級

赤白一級　　（二級を含）

　赤の部分多し
赤白一級　　（一部青白），
　　（赤強し）
赤白，青白二級（一部一級），

　　（赤強し）

赤白　　二級　（赤極あて強し）

赤白　　二級
赤白二級　　（一部青白）
　（赤強く歩留り低し）

赤白　　コ級（赤強く，歩留り50％以下）

甑探量

100

700

800

　30
700

　50
400

1，200

1，200

、930

6，110

6，110

90

120

、180
390

390

　　12，000

　　20，000

　　6，000

　　　600

　　　600
（中丁場西丁場大）

　　4，260

　　　800

埋藏量

3，700（良）

3，900（可）

100（其他）

7，700

510（其他）

510

鉱床の規模慶灘

大

大

大

中

大

大

530m

550m

20。，700卑

從業員

5人

7人

産
． 額 業者名

堀袖太郎

堀袖太郎

加賀山

冨士珪石

堀袖太郎

堀袖太郎

加賀山

冨士珪石

堀袖太郎

堀袖太郎

、5。鋼土井珪石

400t／血

　　　土井珪石（最高）．

　　　土井珪石

　　　土井珪石

　　　　？

　　　柿原珪石

　　　加賀山

、彊

楼
渓
囲
田
製
溢
識
醸
司
輿
孫
灘
幽
難
瞭・

竃
薄

藍
・要

穣
磁

嘗
琶

興
畳
購一

滞
馨



・区

川

8
1
　㎝　ムヘユ　ロ
鱒
）

、・地

区

（33）

（34）

旧晶川直営寺尾山

王野山
　計

合　計

（35）’藤　巻　山

（36）旭藤巻山

（37）宮ノ裏山

（38）一丁　　場

（39）下川合川向山

（40）　川幅山東丁場

（41）　川幅山西丁場

（42）寺の裏山

（43）柳　谷　山

（44〉稻葉山

（45）稻葉旧山

（46）編本小谷山

（≦7）小　谷　山

（48） 柿凍小谷山

（49）山本山
（50）加鐸山川合山

休山

稼行

C

J

赤自　・ヒ級
赤・青白コ級
　（歩留り30％）

中丁場（DF）
稼行H（B）

’休山FH

休山B
休山B
休山．G

休山1G

休山J
休山3
稼行FH

稼行F。H

休山G．H

休山F
稼行F．H

稼行F．H

休山F・HJ，

休山：F．H

赤白　 ・一級・

赤白　 二：級・

赤白　　二：級（一部一級）

赤白　 二級下

赤白　二巌　（赤強し）

赤白　 コ級
　（赤強し）

赤白　 ご級

赤白　 二級
赤・青白　　一』二級

（細鉱になり易い）

赤青白　二級
　・（歩留り40％）

赤青白　二級
　（歩留り20％）

赤青白　コ級・
　，（歩留り40％）

赤青白二級（一級を含む）
　（二級歩留り60％）

赤青白　ドニコ級＊
　（赤強し）
赤白二級　　』（一部一級）

　（歩留り50％）

赤白二級 （〃）（歩留り60％ρ》20％）

i）090

1，960

47，220

47，220

（中丁場最大）’

　1，000

　　100

　1，500

100

150

50

10

2・209

900

10D

500

2，300

3，500

1，900

650

32，200←一級）

44，250（良）

67，950（可）　、

144，400

大、
中～大

　大

二級中
二級下中

中

大－

中

160，　240m

1707300m

11入

7人

9
．

人

250t／m

　？．’

堀袖太郎

加駕山

旭珪石

　　　　　薔
　　　　　臨
　　　　　劃
　　　　　陽
　　　　　覇
　　　　　適
　　　　　難
　　　　　　　　　　　藩
　　　　　ゆ　　　　　齢’
150t／m　加賀山　　　濃

　　　　　嵩
　　加賀山　遡
　　　　　）
　　冨士珪石

　　幅本某

250t／m　加賀山　　．

　　柿原一雄

　　土井珪石

　　［加賀山



川『

ム
ロ

地

区

融 名　　称

（51）土井川合一号山

（5を）’豪　　山

（53）深　　　山

　　　計

合 計
．

現況 鉱床
分類

稼行

稼行1

稼行

玄．H

l
F
． H

F．H

鉱石及び品位

赤白一級　　（級を含）
　（歩留り1，2級70％）

赤白　　一，二級
　1，2級歩留り80％一

赤
白
　
　 二級

　　（歩留り60％）

　下部露天掘跡
　赤青白2級歩留50％
　　　　　　以下
　上部赤白2級　歩留30％
　下部輝緑凝友岩中
　赤白2級歩留30《40％

既操量

6，400

10，500

　400
32，260

32．260

厘藏量 鉱床の規模

　　　l

　　　l

　500（一級）1

64，200（良）

3，900（可）

65・（其他）1

69，250

天

大

索道延長
及び傾斜

20・，530血

、250・400m．

230・750m，

律業員 窟額

　t／m
150～200

業者名

土井断

土井珪石

柿原一雄

　　　　　98．140　既採掘量

や＄　　　　　　第2表　天田郡炉材珪石一覧表一未調査の分（続き）

　　番号鰻　　　　　　　　　　　　　　　　。
（50）

（51）

（75）

（76）

（77）

（81）

（82）

（831
（84）

（85）

（86）

（87）

綱
（圏．’

鵬
（110）

第3表天田郡炉材珪石耐火度試験結果砦

欝出鵜カサカサ

樽井山t

　？
　？

草山
赤尾山
上野山
大谷山1
上野山

旭藤拳山

冨士珪石

荒木’某

大谷某
オ、魚某

山名珪石

加賀山
西村某
丹波珪石

小原某

山名珪石

福本某
大谷某．

高田某

品　　質 産　　地
耐　　火　　度

軍鎌卜 スラッグ入撒

粕一2級　　柿原酬　　32千
青白　2級　　　…三俣山　　　　34
白　　2級下　　荻原山　　　　34％
赤青白　2級　　　　藤巻山　　　　　321／2

青白　　2級　　　　柳脊山　　　　　34r

．粕2紙　小原再　　34　1
　　＊　黒崎窯業研究課

　　淋　スラツグ入耐火度は資料100に蜷基性卒、短擦10，石灰2を加え

　　　内場合の耐火度
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＊　第工圖中（　）を阻し牝もの




